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今回のタイトルは重森幹仁さん

の作品です。

選手のサポートをしながら、選手はもちろん、他の学校の選手

にもがんばってほしいと強く思いました。みんなが自己新記録を

古野 月夢 出していて、今までの練習の成果があったんだと感じました。来

年は自分の番だと思うと緊張しますが、今からでも練習しようと

いう思いも出てきました。

駅伝選手は緊張の中、仲間のために襷をつなぎ、懸命に走
りました。ロードレースに出場した選手も力走しました。駅伝を
通して、努力することの大切さ、自分を信じることの大切さを学
んだようです。応援生徒は駅伝選手の懸命な姿に感動したよう
です。大会当日の秋晴れの天気と同様に爽やかな気持ちで帰
校しました。

練習のときよりもスムーズに走ることができてよかっ

笹野 睦景 たです。

本番で持てる力を出し切ることができましたが、練

習でもっと走っておけばよかったという後悔が少し

重森 幹仁 残っています。何か行事があるときは、後悔しないよ

うに全力で練習に取り組みたいです。

今まで練習してきた成果を出せるように走りました。

丹生 丈登 皆から応援してもらい、目標だった自己記録更新ができ

てよかったです。

少しですがチームのために貢献できました。しかし、自分自身と

原田 希望 しては、全力を出し切ったとは言えません。これからは全力で練習

に取り組み、タイムをどんどん縮めていきたいです。

１分間スピーチより

お題は「小学生に戻れたら」と「10年後はこうなっていたい」です。

小学生に戻れたら早く下校できる喜びをもっと味わいたかった

です。10年後は日本一周の旅に出かけたり、ロン

古野 月夢 ドンに行ってみたいです。また、自分の好きなこ

とにお金を使うことができるように、仕事に役立

つ知識を身に付けていたいです。

裏はスピーチの続きと職場体験学習について紹介しています！



小学生に戻れたら１つの習い事に集中し

て取り組みたいです。ハンドボールなどをや

笹野 睦景 ってみたかったです。10年後は一等航海士

になっていたいです。ファミキチ５０個まと

め買いもやってみたいです。

小学生に戻れたら、習い事をいくつもするのではなく、１つのス

ポーツに絞って取り組みたいです。体が硬いので、柔軟運動も継

重森 幹仁 続して続けたいです。10年後は、自炊ができるようになって、一

人暮らしを満喫したいです。英語ペラペラで、体も柔らかくなって

いたいです。

小学生に戻れたら、暗くなるまで友だちと遊びたいです。部活

丹生 丈登
動などがなく、早く帰ることができました。まだ将来の夢は決まっ

ていません。10年後は大学を卒業して、やりたい仕事が見つかっ

て、就職していたいです。

小学生に戻れたら、勉強して賢くなりたいです。

よい大学に入学したいです。10年後は、四次元ポ

原田 希望 ケットを作った天才になっていたいです。四次元ポ

ケットを作ることによって、ノーベル賞を受賞すれ

ばうれしいからです。

職場体験学習を終えて！

マルセイ水産

デイサービス

郵便局

漁の仕事は網で魚を獲る繰り返しの仕
事だと思っていました。実際に体験してみ
ると、網を船から降ろしたり、網がからまっ
ていたら直したり、破れてないかの確認や

笹野 睦景 修復作業があり、簡単にできる仕事ではないんだと実
感しました。しかし、魚を運んだり、エサやりなど、楽しい
こともあり、やりがいがある仕事だと思いました。
将来は、目の前にある仕事をしっかりこなし、周りから

受け入れられるようがんばりたいです。
職場体験学習を終えて感じたことが２つあります。１

つ目は仕事の大変さです。郵便局では、利用者の方へ
の対応だけではなく、局内に飾るポスター作り、商品の
販売など、働くまで知らなかった仕事がたくさんありまし

重森 幹仁 た。２つ目は利用者の方への配慮です。外部へ個人情
報が漏れないように手荷物チェックを入念にしていまし
た。言葉遣いがとても丁寧で、利用者の方への配慮をと
ても感じました。
今回学んだことをこれからの生活に生かし、充実した

生活ができるようにがんばっていきたいと思いました。
船で養殖場に行き、餌やりをしました。普段あまり魚

を見ないので、近くで大きな大量の魚にエサをやること
は、刺激のある体験でした。力仕事で疲れますが、マル

丹生 丈登 セイ水産の方々は魚が好きで、好きなことを仕事にして
いることがわかりました。自分も好きなことややりたいこ
とを仕事にしたいと思いました。また、仕事の大変さや
大切さ、そして楽しさも知ることができました。
デイサービスで職場体験学習を行いました。１日目は

仕事内容の確認をしました。２日目は利用者の方と話し
たりしました。３日目は落ち葉の回収や在庫確認をし、と

原田 希望 てもきつい一日でした。しかし、利用者の方々の笑顔や
感謝の言葉で疲れも吹き飛びました。
僕はみんなを笑顔にできるような人になり、みんなの

ことを大切に思いながら生きていけるようになりたいと
感じました。




